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集い、学び、そして実践してこそロータリー
～奉仕の受け手と喜びを分かち合おう～

1950年8月10日創立

第30回（通算3619回）2025年3月13日

親睦活動委員会担当

ピアニスト・戦略コンサルタント
水越 海翔 氏

ファミリーデイ 「音楽で世界を変える力」
～社会貢献と未来へのハーモニー～    

　本日は大学生活で取り組んだ
様々な社会貢献活動を紹介させて
いただきます。活動には主に「教
育」「アートと音楽」「グローバ
ル化」の３つの軸がありました。

　まずは、時習館高校の国際化の協力をさせていた
だきました。また、その他の学校では、世界の大学
へ入学するためにはどのようなことが必要か等につ
いてのワークショップを行いました。
　こうした国際化教育に関わる中で、教育とアート
に興味を持ち、次第に芸術推進活動を行うようにな
りました。アートや音楽は社会を豊かにするものだ
と心から信じており、できる限り多くの人に届けた
いという思いから、日本とイギリスの中学・高校で
演奏活動を続けています。
　私の根底には「より多くの人にクラシック音楽の
素晴らしさを理解していただきたい」という思いが
あり、近年はクラシックピアノと他の分野を掛け合
わせたコラボレーションという形で活動をしていま
す。本日見ていただいたピアノと映像のコラボレー
ションもその内の一つです。

　大学時代は幅広く活動を行ってきましたが、今後
もこれまで活動してきた音楽やアートといった自分
の中の軸を大切にしながら、どのような社会貢献が
できるかを追究していきたいと思います。人生は一
度しかないため、自分がやりたいと思ったことは、
積極的にチャレンジしていきたいと思います。

「I SERVE」 豊橋から世界へ～これまでの社会貢献活動～
ピアニスト・戦略コンサルタント　水越 海翔 氏

　水越海翔さんは、時習館高校を
卒業後、ユニバーシティ・カレッ
ジ・ロンドン（UCL）で経営学を学
ばれました。在学中に音楽活動団
体を立ち上げ、音楽を通じた社会

貢献に積極的に取り組まれ、日本とロンドンの架け橋
となるプロジェクトや教育支援活動を精力的に実施さ
れています。その活動が評価され、一昨年ドバイ教育
国際カンファレンス協会の「ヤング教育リーダーシッ
プ賞」を受賞されました。現在は野村総合研究所にて
戦略コンサルタントを務められています。

　５月18日に家族旅行の開催を予定しています。本
年度は「歴史あるホテルの風情を楽しみ日本のロー
タリーのルーツを探る旅」と題し、箱根の富士屋ホ
テルでの昼食後、三島の米山梅吉記念館を訪問する
予定です。ぜひご参加ください。

演奏者紹介

初夏の家族会のＰＲ

山本 勘司 親睦活動委員長

　本日はファミリーデイです。皆さんとと
もに、この素晴らしいひとときを楽しみ
たいと思います。本日のプログラムに期
待を込めて、杯をあげましょう！乾杯！

乾杯 渡部 茂久 会員

演奏プログラム
●フレデリック・ショパン_ワルツイ短調（ファウインド・ニューヨーク）
●エリック・サティ_ジムノペディ第１番
●クロード・ドビュッシー_アラベスク第１番ホ短調L．66
●フレデリック・ショパン_前奏曲変二長調作品28-15「雨だれ」
●フィリップ・グラス_エチュード第６番
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■水越海翔様、本日の演奏・講演を楽しみにしています
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■水越海翔様、ようこそ豊橋ＲＣへ　　中田 昌宏 会員
■本日のファミリーデーを担当させていただきます
　山本 勘司 親睦活動委員長
■乾杯の音頭を取らせていただきます　　渡部 茂久 会員
■タイ農業研修支援のＰＲをさせていただきました
　笠原 元樹 国際奉仕委員長
■石黒会員、素敵なお花をありがとうございました
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■本日退会の挨拶をさせていただきました　　池田 勝年 会員
■池田会員、3年10か月の活動ありがとうございました
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■本日をもって、豊橋ＲＣを退会します　　小林 敏博 会員
■池田さん、小林さん、お世話になりました
　伊藤 健一　中田 昌宏　山本 勘司　金子 幸義　小笠原 貴洋 
　宮本 順子　豊田 正博  日野 恵里加  上村 哲司  後藤 健  各会員
■米山奨学生、ブレンテグシ・エンフスバヤガランさん、これから
ますますのご活躍をご祈念申し上げます
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■バイサ君、あと1年間研究に就活に頑張ってください   縣 政行 会員
■バイサ君、３年間をありがとうございました
　伊藤 健一 地区米山記念奨学委員
■タイに渡航し、農業研修の打ち合わせを行いました
　佐々木 利政　岩瀬 清　井上 康宏　植村 忠慶　笠原 元樹　各会員
■大船渡市火災義援金を集めさせていただきました
　伊藤 恭三 社会奉仕委員長
■初夏の家族旅行のＰＲをさせていただきました
　山本 勘司 親睦活動委員長
■帯広ＲＣの例会でバナー交換してまいりました　 大塩 啓太郎 会員
■地区ＩＭにて、特別プレゼントに当選しました　 大塩 啓太郎 会員
■ファミリーデーに家内が元気に参加させていただきました
　宮田 正人 会員
■石黒会員、春のファミリーデイにふさわしいバラの花ありがとう
ございました　　松岡 真由美 ニコニコ委員長
■いつもお世話になっております　　福井 恒夫 会員
■豊橋美術博物館、友の会主催峰島望美さん、鈴木雅子さんの
ミュージアムコンサートを開催しました　　宮田 正人 会員
■伊良湖菜の花ガーデンと福江免々田川の河津桜が満開です。是非
お出かけください　　石黒 功 会員（渥美半島観光ビューロー）
■健康経営優良法人上位500社のブライト500社に弊社が選出されま
した　　高橋 豊彦 会員
■長女が鬼祭り絵画コンクールで愛知県神社庁賞をいただきました
　小林 大悟 会員
■三男が、希望の高校に合格致しました　　野寄 誠三 会員
■森田通夫会員に推薦していただいた豊城中学校での講話が無事終
わりました　　河合 珠美 会員　　　　　　　　　　　    （順不同)

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内

近藤 眞 ニコニコ委員　ニコニコBOX

水越海翔氏の演奏の視聴はこちらから▶
１．例会終了後に４階グリーンルームにて予備理事会を開催
します。

２．次週【3月20日（木）】は法定休日のため休会となりま
す。

幹事報告 青木 良浩 幹事

３月８日土曜日、東三河分区ＩＭが開催され、当クラブから
29名の登録、内20名が出席いたしました。

会長報告

　明治８年、太政官布告により「氏」の使用が義務化さ
れ、明治９年の太政官指令で、妻は実家の氏を名乗る
「夫婦別氏」が全ての国民に適用されましたが、父家長
制度が根強く浸透しており、妻が夫の氏を称することが
慣習化していきました。明治31年に民法（旧法）が成
立し、夫婦は家を同じくすることにより、同じ氏を称す
ることとされました。これが夫婦同氏制です。つまり旧
民法は「家」の制度を導入し、夫婦の氏について直接規
定を置くのではなく、夫婦ともに「家」の氏を称するこ
とを通じて同氏になるという考え方を採用したのです。
　世界を見てみると、現在夫婦別姓を認めていない国は
日本だけです。国会での十分な議論の末、法的整備が整
うのを見守ってまいりたいと思います。　

紅林 友昭 会長会長挨拶

　本日はテーブルにバラの花のアレンジをご用意いたし
ました。色ごとに素敵な花言葉がありますので、ぜひご
家庭や職場にお持ち帰りください。

卓上のお花について 松岡 真由美 ニコニコ委員長

　国際奉仕委員会の２回目の事業として、５月11日か
ら１週間、農業研修を行う予定です。ぜひタイの教育支
援金の申し込みをお願いいたします。

タイ農業研修支援金のお願い 笠原 元樹 国際奉仕委員長

　２月25日に岩手県大船渡市で発生した大規模山林火
災の義援金を募らせていただきますので、皆さまご協力
の程よろしくお願いいたします。

令和７年大船渡大規模山林火災被害義援金のお願い
伊藤 恭三 社会奉仕委員長

退会のご挨拶 池田 勝年 会員

米山奨学生お礼のご挨拶 ブレンテグシ エンフバヤスガラン さん

小林 敏博 会員（3月14日）　  近藤 眞 会員（3月17日）
縣 政行 会員（3月23日）

お誕生日おめでとうございます

長濱 貴彦 出席委員長出席報告
当日出席者 79名
総会員数 110名

計算会員数　92名中13名欠席
出席率  85.87%

ソングリーダー 山本 光伸 会員歌
「ピクニック」

３月27日（木）創立75周年記念事業  夢ギフト講演を振り返り

例会予定

次回のプログラム

●４月３日（木）卓話「4つの優先事項にそった豊橋RCの公共イメージ向上」
●４月10日（木）卓話「村井弦斎を活かした豊橋東三河の『食』のまちづくり」

本日のゲスト
米山奨学生　ブレンテグシ エンフバヤスガラン さん
会員ご家族　15名

　ロータリー活動を通じて、大変充実した時間を過ごす
ことができました。異動先は埼玉県の所沢と東京の石神
井の連合店になります。今回の異動で気付いたことは、豊
橋が第二の故郷と言えるくらい大好きだということです。
また遊びに来ますので、姿を見かけた際は声をかけてい
ただけたら幸いです。本当にありがとうございました。

　米山奨学生として大学時代にたくさんの方と会うこと
ができ、社会へ出る前の大きなステップとなりました。
大学院を卒業後は日本で就職し、経験を積んだ後はモン
ゴルで工場を造り、人のためになる製品を作りたいで
す。豊橋ＲＣの皆さまと、カウンセラーの川村さんと縣
さんに心から感謝いたします。
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